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「また会いましょう」 

秋田郁美 

 9 月 8 日イギリス女王エリザベス 2 世が 96 年の生涯を終えました。70 年という長い

在位の間国民から愛された女王の死は、世界中に悲しみをもたらしたと共に一つの時

代が終わったという歴史の区切りを感じさせるものでした。 

 国葬がウェストミンスター寺院で行われ、世界中の多くの人が葬儀の中継を見てい

ました。賛美歌が流れる荘厳な葬儀の中での祈りと、カンタベリー大司教の語るメッ

セージに感銘を受けた人も多かったでしょう。 

ジャスティン・ウェルビー大司教は、第二次大戦で「英軍の恋人」と呼ばれた歌手

ヴェラ・リンの代表曲“ We’ll meet again ”（また会いましょう）を引用して、「キリスト

教の希望とはまだ見ぬものへの確かな期待を意味します。世界中が感じている悲しみ

は彼女の豊かな人生と愛に満ちた奉仕から生じています。神への信頼と信仰という女

王の模範とインスピレーションに従う者は皆、女王とともに『また会いましょう』と

いう言葉を口にできます。」と語りました。これは、私たちの持つ永遠の命の希望に他

なりません。 

女王は「悲しみは愛の代償である」という言葉も残しています。女王は 2001 年 9 月

11 日に起きた同時多発テロの後に、愛する人を失った人たちに対して慰めの言葉とし

てこの言葉を語ったということです。確かに、私たちは誰かを愛するからこそその人

を失う悲しみも深くなります。悲しみのない人生は愛することのない、空しい人生に

なってしまいます。 

今多くの悲しみを経験しなければならない世界になっています。戦争、災害、疫病

は聖書にも多くでてくることです。神ご自身もそのような悲しみを経験しなければな

らない人間のために悲しんでいることでしょう。しかし、それも人を御自分の似姿に

創造し、神の愛を注ぐ対象としたことに対して神が支払わなくてはいけない代償なの

でしょう。しかし、神はその私たちの悲しみを取り去ってくださいます。やがて復活

し、永遠の命が与えられるということは、愛する人に再び会うことができるというこ

とです。だから「また会いましょう」と心から言うことができるのです。 

 神は自ら人と共にいて、その神となり、彼らの目の涙をことごとくぬぐい取ってく

ださる。もはや死はなく、もはや悲しみも嘆きも労苦もない。黙示録 21：3，4 

月報「ぶどうの木」 
         2022 年 10 月
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日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

10月役員会決定事項 

・９月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・教会の看板を掲示板の隣、鐘の下に新たに設置する。右側に少し厚みをつけた曲線にして、バス停

のほうから歩いて来る人に見えやすいようにする。ベランダ側の壁に「町田福音キリスト教会」という

緑色の文字を取り付ける。予算は約 26万円で、経常会計から建造物会計に繰り入れる形で支払

う。 

・教会墓地規約案と、墓地購入に関するアンケートを今月末に教会員及び関心がある客員に配布し、

11月中に回答を得る。アンケート結果をもとに購入を検討し、2月の教会総会で決議をする。 

・桜井聖愛教会創立 70周年記念事業への献金趣意書が届いている。新会堂建築から 20年を経て、

老朽化した空調設備の入れ替え等に 600万円の献金を目標としているとのこと。当教会からは 3

万円を献金する。 

・河合博道兄を教会員として受け入れることが承認された。 

・10月 17日の東部教区会には秋田師が出席する。 

               

 

 


